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あらまし：日本語と英語では単語に文法的役割を与える方法（統語規則）が異なる（屈折重視と語順重視）

ことが．それぞれをベースとした英語学習及び日本語学習の困難さの要因になっているとされている．こ

の困難を克服する一つの方法として，学習者がその違いに気付き，受け入れるためには，日本語から英語

への変換，および英語から日本語への変換の過程における屈折及び語順の機能を明示化して学習者に経

験させることが有望であると筆者らは考えている．本研究ではこの考えに基づいて，５文型を対象とした

英訳を，(1)単語に基づく単語変換と(2)単語の屈折に基づく語順変換，の２つの段階に分けて学習者に明
示的・操作的に行わせる英訳演習システムを設計・開発した．より具体的には，日本語の単語群から和文

を組み立て，和文中の単語を英単語に置き換え，各文節を英語の構文構造に並び替え，格助詞を取り除き，

これらの手順を振り返る，という５つの手順で段階的に和文英訳を行わせる． 
キーワード：５文型，対照言語学，統語論，英訳支援 

 
 
1. はじめに 
日本における英語教育は，1980 年代を境に，読解能
力の習得を目的とした文法訳読重視の教育から，音

声情報を中心としたコミュニケーション活動重視の

コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング(以下，
CLT)に変化してきたとされている(1)(2)．しかしなが

ら，実践的コミュニケーション能力の習得と文法指

導とは，本来，二者択一的なものではなく，相互補

完的な関係にあると解釈すべきであるとの指摘があ

り(3)，また，CLT では基本的な文法事項が身につい

ていない生徒には学習効果が上がらない可能性があ

ることも報告されている(4)．日本人は日常的に英語

に触れる機会が少なく，授業時間だけで母語のよう

に大量のインプットから自然習得することは難しい

ため，最低限基礎的な文法を理解する必要があると

指摘がなされている(4)．本研究でも，母語の知識を活

かし，それと比較しながら英文法を学ぶ必要がある

という立場をとる． 
母語の知識を活かし学ぶ場合に重要となるのが，

日本語と英語における統語規則の違いである．英語

は語を並べる順番，語順によって各単語がどのよう

な意味を持つか特定する語順重視の言語であるのに

対し，日本語は「は」「が」「に」「を」などの格助詞

を単語の後ろに配置することで意味を特定する屈折

重視の言語である．現在の教育の中で英語と日本語

の語順の違いは習っても，文法的役割を与える方法

が違うことはほとんど取り上げられていない．そこ

で本研究では，この違いの明示的な経験を指向した

和文英訳演習の設計・開発を試みた． 
 
2. 和文英訳のモデル化 
和文英訳，英文和訳の手順は主に構造解析，単語

変換，語順変換の３つに分けられると考えられる．

構造解析では原文の文法からその文節が主語，目的

語，述語などのどの要素にあたるのかを判断する．

単語変換は原文の単語から訳文の単語へ辞書や知識

をもとに置き換える．語順変換では原文の構文構造

から訳文の構文構造に沿った文章になるように語を

配置する．このモデルはルールベースの機械翻訳で

も用いられている一般的なものであり，また，英語

教育においても「意味順モデル」(5)はこれに対応する

実践方法とみることができる． 
なお，現在行っているシステムの実装では，和文

英訳のみを取り扱っているが，今後は，構造解析の

部分および，英文和訳も取り扱うようにシステムを

拡張する予定である．  
 

3. 演習システムの設計・開発 
3.1 システム概要 
本システムは段階化された手順で日本語の単語群

から英文の組み立てを行う和文英訳演習システムで

ある．システムの中で扱う文章は５文型に限定する．

これは５文型の範囲であれば意味の解釈を行うこと

なくシステマティックに計算機で処理可能だからで

ある．また，現時点では学習の対象を英語の初学者

でも使えるものとするため，修飾語や代名詞を扱わ
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ず，主語や目的語など各要素は１語のみという制約

の下での設計となっている． 
 
3.2 和文英訳段階的構造変換演習 
本演習では和文英訳を，①和文組み立て，②単語

置き換え，③文節並び替え，④助詞取り除き，⑤振

り返りという５つの手順で段階的に変換を行わせる．

①和文組み立てでは日本語の単語群から和文の文章

を組み立てる．②単語置き換えでは作成した和文の

単語をタップするとそれに対応する英単語の候補が

表示され，それをタップすることで英単語に置き換

えた文章が表示される．③文節並び替えでは，５文

型のＳやＶなどの要素を，「意味順モデル」(5)を参考

にして日本語のガイドとして表現し，そのガイドに

沿って②で置き換えた文章を英文の構文構造に並び

替える．日本語のガイドは「だれが何が/は」「どうす
る」「何を」と記述されており，主語や動詞といった

言葉の意味を理解していない学習者でも直感的に分

かりやすいものとなっている．④助詞取り除きでは

「は」「が」「に」「を」などの格助詞をタップして取

り除く．⑤振り返りでは①から④までで文章をどの

ように変換したか振り返るものとなっている．③文

節並び替えと⑤振り返りの手順でのシステムのイメ

ージをそれぞれ図 1，図 2に示す． 
学習者の誤りに対しては①から④の各段階で正誤

判定を行う．現時点での実装では，各段階に対して

謝りが存在した場合，誤りが存在することのみを指

摘しているが，今後どの箇所が間違いを指摘するフ

ィードバックを実現する予定である． 
 
 

 
図 1 文節並び替え 

 
 

 
図 2 振り返り 

 
 

3.3 予備的評価 
本システムでは，現在のところ，５文型それぞれ

に５問ずつ課題が実装されている．このシステムを

４名の英語教員（高等学校・高等専門学校）に１人

平均１５分，各文型最低１問，全１０問程度利用し

てもらった．演習としての活動およびシステムによ

る正誤判定・フィードバックにおいて不適切との指

摘はなかった．さらにコメントとして，「小学生，中

学生など初学者や，文法の苦手な人への学び直しに

有用ではないか」「システムを拡張していけば幅広い

層をターゲットにできるだろう」「日本語の文法的役

割を考えることは今まで英語学習であまりされてい

ないが，必要だと思う」「ICT 教材として利用してみ
たい」といった感想を得ており，今後さらに開発を

進める上での十分な根拠を得たと考えている． 
 
4. まとめと今後の課題 
本研究では，学習者に日本語と英語の統語規則の

違いに気付き受け入れることを目的として，屈折・

語順の機能を明示した演習の設計・開発を行った． 
今後は，まずシステムが学習者にとって利用可能

であるかをテストする．その後演習の意義を確かめ

るために，システムの利用前後で一般的な整序問題

に取り組み，成績が向上することを確かめる．さら

に，この演習が目的である統語規則の違いを理解さ

せるようなものになっているかを検証するため，利

用者の振る舞いを分析しシステムを改善していきた

い． 
また，現在は英語の初学者でも使えるように支援

を強くしているが，今後はシステムを利用しながら

対象となる学習者を検討し，単語置き換えで英単語

を語群から選ばせる，修飾語や代名詞を取り入れる，

各要素の単語数を増やして複雑にする，英文和訳に

応用する，など拡張していくことでより幅広い学習

者を対象にできるのではないかと考える． 
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